
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2022年4月28日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

投資環境見通し（2023年5月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
5月19日

国内長期金利の上昇圧力は続く
日銀は新総裁の下において、金融政策の早急な修正に対して慎重とみられます。ただ
し、日銀短観でみられた人手不足感や物価上昇圧力、現行のイールドカーブ・コント
ロール（長短金利操作）の副作用への問題意識、金融緩和の長期化が必要と判断され
る場合の「持続的な金融緩和のあり方」を模索する姿勢を勘案すれば、イールドカー
ブ・コントロールの修正が意識されやすく、国内長期金利の上昇圧力は続くとみてい
ます。

0.39 0.02 ▲0.08 0.15

国内債券見通し

マーケットの動き（2023年5月15日～5月19日） 日本国債利回りの推移
（期間：2022年4月28日～2023年5月19日）

先週の国内債券市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。
日銀長短金利操作の修正観測後退に加え、17日に実施された20年国債入札が堅調な
結果となったことから、債券は週半ばにかけて買われました。その後、米国債務上限
問題を巡る警戒感が和らぎ米国金利が上昇したほか、投資家のリスク選好姿勢が強ま
り、安全資産とされる債券の売りにつながりました。
クレジット市場は、新発債の好需給により利回り差が縮小しました。
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明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号
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NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2022年4月28日～2023年5月19日）

0.15

0.62% ▲0.97%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202305_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

375.74 ▲0.01% 0.88%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）
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